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新しい春はすぐ傍に 
 

 寒かった冬も過ぎ去り、未来への期待を感じる新しい春がそこまで近づいて来ています。 

 保護者の皆様、地域社会の皆様の御支援・御協力をいただき、本校は、令和４年度の教育活動を無事に終

えることとなりました。引き続き感染症対策を続けながらの毎日でしたが、何とか修学旅行等の学校行事も

実施することができました。学校祭「むこうがおかフェスタ」には３年ぶりに地域の方々をお迎えし、とも

に楽しむ行事となりました。 

不自由なことの多い１年でしたが、この間はICT機器を使った授業も随分と発達し、中

学部の「総合的な学習の時間」では、「Google Earth VR」を活用して「行きたい場所へ仮

想体験しよう」という学習に取り組みました。時代の変化は目覚ましいばかりですが、

こうした教育方法の進展により、本校の児童生徒も、これまで以上に多様な方法で地域

社会とつながることが可能になっていくのでしょう。そして、私たちは、この時代の大

きな変化は児童生徒の更なる成長への可能性であると考えています。また、秋のある日

には校門掲示板の子どもたちの写真を、足を止め笑顔で見ておられる方を偶然目にし

て、本当に嬉しく思った、そんなこともありました。 

今年度最初の学校だよりでは、全ての教育が地域社会との関係の中にあり子ども達の成長が社会の喜びで

もある学校、社会とともにある「夢と希望の学校」として歩み続けたいと書かせていただきました。この１

年間、子どもたちの成長を皆様の元に届けることができたでしょうか。 

これからも、本校の子どもたちの成長、子どもたちの笑顔がここから同心円を描いて地域社会に広がり、

京都府が総合計画で掲げている「人と地域の絆を大切にする共生」の中核となる学校を目指して歩みたいと

思います。今後とも御支援をお願いいたします。 
 

                        京都府立向日が丘支援学校 校長 平岡 克也 

 校内作品展  

 ２月20日（月）～24日（金）は高等部、３月13日(月）～16日（木）には小・中学部

の校内作品展があり、中央廊下が児童・生徒の作品で彩られました。展示期間中に

は、各学部の作品の鑑賞をし、お気に入りの作品を見つけたり、自分の作品の前で写

真を撮ったりしました。普段の児童・生徒の学習の成果が認められる良い作品展とな

りました。 

中学部 卒業生を送る会 

  ３月13日（月）本年度最後となる、中学部行事

「卒業生を送る会」が行われました。卒業する３年

生にむけて、各学年からお祝いの気持ちを込めて、

歌やダンスのプレゼントがありました。中学部全体

が体育館に集まり、とても盛り上がった会となりま

した。 

VRを使った授業 

高等部 販売学習「スマイルショップ」 

 長岡京市主催「おいでよ♪ほっこりんぐ」で販売

学習を行いました。多くの市民の方々が製品を手に

取り、購入してくださいました。高等部１年９組、

10組の生徒がブースに立ち、初めての接客を行いま

した。「最初は緊張したけど、がんばってお客様に

話をしました。」と感想を

述べていました。高等部生

徒全員が心を込めて作った

製品を市民の方々に知って

もらう機会になりました。 
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